
令和６年度スクールソーシャルワーカー配置校等連絡協議会「グループ別実践事例」 

取り組んだ 

テーマ 
『不登校やいじめ、児童虐待の諸課題について』 

 

 

 

 

１ 達 成 に 向 け た 手 立 て 

・チーム学校への体制作り 

・保護者へのつながり方 

・教職員への理解 

・他機関との連携 

・気になる児童生徒の情報収集 

２ 取組の成果と課題 

成 果 課 題 

・ＳＳＲがある学校は、児童生徒等支援会議

があることで、不登校中心で話ができる。 

・ＳＳＷにつながった事のある保護者の口コ

ミで、他の保護者に広がることもある。 

・勤続年数が長くなると、関係性ができてつ

ながりやすくなる。 

・パソコン上に共有シートがあることで、児

童生徒の状況が、見ることでわかる。 

・学校の会議に、市の福祉職員が参加するこ

とで、情報の共有がスムーズになった。 

・生徒指導部会のみでは、校内の生徒指導

課題の検討が中心になり、不登校支援は、

報告のみになることが多くある。 

・教職員との関係性を構築する時間が作れ

ない。 

・つながりたい保護者は、学校からの連絡

に対して反応が無いことで、ＳＳＷにも

つながりにくい。 

３ 次 年 度 に 向 け て 

・先生方との関係作り 

（コミュニケーションで情報がどれだけＳＳＷに入ってくるようにできるか。 


